




















本細分課題では,過去 2 年間,妊娠中毒症の三症状とその重症度別にみた母児障害の発現を

母体随伴症状,児発育および分娩時胎児仮死発症等の面より約 2000 例の症例をもとに調査

検討してきた。また重症度をスコアとして表現したときの母体高血圧の遺残や胆児発育障

害(IUGR)の発症頻度を retrospective に検討してきた。 

一方,最近では本症患者における血液性状の検討から,中毒症の重症度ならびに児発育と密

接な関連が認められているが,本研究班においてその成績をまとめ,母児の安全管理の資料

として整理した。 


